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１. 序論
　今日我々の生活に眼鏡はかけがえのないもので
ある。眼鏡は視力を補正する福祉用具としてだけ
でなく、サングラスやファッション用の度なしの
もの、さらには目を保護する、疲労を軽減すると
いった機能性を持つ、多機能性眼鏡も登場した。
近年ではスマートグラスと呼ばれるAR（拡張現
実）技術を応用した眼鏡型端末も話題となり、そ
の用途はますます広がっている。一方で眼鏡は身
体に合わせて調節するフィッティングが非常に重
要な道具である。フィッティングが適切でなけれ
ば、ずれや締め付けによる痛み、健康障害などに
つながりかねない。しかし眼鏡小売店で行われる
フィッティング作業は個々の店員の技術によると
ころが大きい。スマートグラスのようにバッテリ
ーを搭載する眼鏡型端末や多機能性眼鏡が普及し
ていけば、個々の店員によるフィッティング技術
だけでは解決が難しい事象も増えていくことが予
測される。眼鏡の用途や役割がさらに多代化して
いくであろう将来にはフィッティング性能の高い
眼鏡フレーム自体の価値が高まると予想される。
本研究では、既存の形状ではなく新しい構造で眼
鏡フレームのずれを軽減させられるのではないか
と仮説を立てた。眼鏡利用の可能性を拡大するた
めに、既存の概念にとらわれない方法で眼鏡フレ
ーム自体のフィッティング性能を高めることが本
研究の最大の目的である。
２. 構造検討
　眼鏡フレームを構造からずれにくいものとする
手段として、支持部位を見直すこと、特に支持部
位を追加することを検討した。支持部位を増やす
ことにより安定性の向上と圧力の分散が見込める
ためである。追加支持を行う位置については、神
経や血管などを圧迫しないことや、皮膚が弱くな
いこと、固定のしやすさなどを加味した上で、テ
ンプル上方のこめかみ付近が適していると推測し
た。その条件の下、スケッチを通してアイディア
を展開し、形状のバランスなどから総合的に図１
に示す構造を考案した。テンプル後方から上方に
伸びたアームの先がこめかみ付近で追加支持を行
うイメージである。
３. 実験
　提案の有用性を確認するために、モデルの制作
を行い、実験を実施した。しかし、眼鏡のずれを
測定する手段は確立されていない。そこで本研究
では三次元動作解析装置を用いることとし、予備
実験を通して測定方法の検討を行った。その手法
を用いて、まず提案の有用性の確認として実験１
を、より効果的な支持位置の検討として実験２を
行い、さらに複数の被験者でその汎用性を確認す
るための実験３を行った。
（１）実験用モデル
　実験を行うにあたり制作した実験用モデルの概
要を図２に示す。
　テンプル上方に設けたアーム部分は頭部と１
cm程度の距離を保ち、額の端まで頭部を覆う形
状に設計した。この上方アームの内側にゴム片
図１：構造案
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を取り付けることでゴム片が頭部と触れ、追加支
持が有効になる。追加支持なしと追加支持ありの
条件を一つのモデルで切り替えることが可能とな
ることで、極力条件を変えずに実験を行うことが
でき、追加支持の効果を明確にできる。また取り
付けるゴム片の位置を変えることで支持部位を変
えて実験を行う実験２も想定した上で設計を行っ
た。
（２）実験１
　この実験用モデルを使用して実験１を行った。
モデルの丁番位置と頬骨の上にそれぞれ反射マー
カーを取り付け、指定の動作中の二つのマーカー
間距離の変化を三次元動作解析装置で測定した。
動作については予備実験を通して頷き動作とジャ
ンプ動作の二動作に絞った。実験の結果得た波形
の例を図３に示す。
　動作１回におけるマーカー間距離の最大値及び
最小値の差を１回分の動作のずれ量として１０回
分の平均及び標準偏差を求めた。結果として追加
支持あり条件で有意にずれが少なくなると確認さ
れた。
（３）実験２
　実験１の結果を受け、より効果的な支持位置を
検討するためにゴム片を取り付ける位置を変えて
実験２を行った。こめかみのくぼみ位置を中程と
し、その位置から前方及び後方とし、そこに追加
支持なしの条件を加えた４条件について、実験１
と同様に頷き動作、ジャンプ動作を行い、それぞ
れのずれ量の平均及び標準偏差を求めた。その結
果、中程での追加支持、すなわちこめかみ位置で
の追加支持が効果的であると推察された。
（４）実験３
　実験２を受け、その効果の汎用性を確認するた
めに被験者を７名に増やして実験を行った。追加
支持位置をこめかみに絞り、複数の被験者での実
験に耐えられるよう実験モデルも制作し直した。
実験の結果を図４に示す。頷き動作においては平
均的に追加支持の効果が認められた。しかし、ジ
ャンプ動作においては平均的に差があるとは言え
ず、効果にばらつきが大きかった。これはジャン
プ動作が頷き動作に比べて強度の高い動作である
ことが一つの要因であると推察される。また頭部
寸法とジャンプ動作における追加支持の効果に対
して相関係数を求めたところ、こめかみ間の幅が
広い被験者ほど追加支持の効果が高いことが示さ
れた。
　つまり、こめかみでのフィッティングが比較的
きつめになっていた被験者において効果があった
と推測される。一方で頷き動作での追加支持の効
果と頭部寸法には相関が認められなかった。この
ことから、頷き程度の日常動作であれば精度の高
いフィッティングがなくとも追加支持の効果が認
められ、精度の高いフィッティングが可能であれ
ばジャンプのようなより強度の高い動作でも効果
が認められるといえる。
４. 提案
　実験の結果を受け、造形の細部を確認するため
にCADソフトと３Dプリンタを用いてモデル制作
を行った。レンダリングしたCADデータを図５
に示す。
５. まとめ
　こめかみ位置での追加支持を行うことで眼鏡フ
レームのずれを軽減させるという今回の提案は、
実験を通し、有用であることが確認された。この
提案は単なる眼鏡フレームだけでなく、眼鏡型端
末などへの応用も見込めるだろう。しかし、本研
究は提案形状の基礎的な検証に過ぎず、実用化に
向けての課題はまだ多く残る。特に素材は、軽さ
やしなりなどの性能で効果が大きく異なるはずで
ある。また、サイズ分類やフィッティング方法な
どもさらなる検討が必要とされるだろう。
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